
■ × 事例発表会
食育活動の幅広さをＰＲし、食育活動を行う団体等の連携や活動を促進するため、令和６年度北海道学校給食コンクールで最優秀

賞を受賞した献立を考案した栄養教諭から取組事例を紹介する事例発表会を開催。併せて受賞した献立の試食を行うことで、地産地
消及び日本型食生活の実践促進を図った。

○開催日：令和７年９月23日（火・祝）11:30～12:00
○参加者：親子100名
○場 所：サッポロさとらんど交流館（札幌市）
○試食品：新十津川町立新十津川小学校献立

【取組概要】
■ 新十津川町立新十津川小学校 栄養教諭 竹部 智美 氏
■ 日本国民食株式会社（新十津川町学校給食センター） 伊藤 美智子 氏

・ 受賞したナストマライスは夏の定番メニューで、地場産のナス、トマト、タマネギ

を使用しており、ナスやトマトが苦手な子ども達からも好評のメニュー。

・ 学校給食では、食の重要性や感謝の気持ち、食文化など、食を通した学びがある。

栄養を満たすだけではなく、健康な豊かな心、いただきますやごちそうさまなどの

食べ物に関わる方々への感謝の気持ちがある。ぜひ、家庭でも給食を話題に会話を

広げてほしい。卒業して「あの時の給食が食べたいな」、「また食べたいな」などの

思い出を作れたらうれしい。

【成果】

食育活動への理解関心の向上や地産地消及び日本型食生活の実践促進に繋がった。

【参加者の声】
・季節の野菜が使われていて美味しそう。地場産を使いたいと思った。
・地場野菜をたっぷりと使った給食が食べられるのは幸せだなと思った。美味しい野菜を作ってくれる
農家さんに感謝したい。

・普段聞くことのできない給食のお話を聞いて、調理の前からも多くの人が関わっていることを
改めて知り、今まで以上に感謝の気持ちを持って食べてほしいと思った。

産地や生産者を意識する 19.0% UP
主食・主菜・副菜を揃える 13.0% UP

■ 新十津川町立新十津川小学校 献立

ナストマライス・白菜サラダ・ネットメロン・牛乳


